
外来ザリガニ類が生態系に被害を及ぼすリスク一覧

凡例　◎：被害の実例があるか、特に種を限定して被害の可能性が指摘されている、〇：被害の可能性が指摘されている、

　　　　×：被害の可能性は（極めて）低い

※本資料の種の分類は、旧分類群を用いた。

※科や属については、その分類群内で1種でも被害の実例や可能性が指摘されている種があれば、◎を付けた

　　　　　　：逸見委員のご意見を踏まえ追加した種。

捕食・植生破壊
ニホンザリガニ

との競合
病原菌等の

キャリア

ヨーロッパ東部 〇 ◎ ◎ 〇

ヨーロッパ ◎ ◎ ◎ 〇

アメリカ合衆国、メキシコ 〇 ◎ ◎ ◎

北米大陸 南東部。北はカナダのオンタリオ州やケベック州
からアメリカ合衆国のニューブランズウィック州、南はアメリ
カ合衆国のフロリダ州のパンハンドル、西はテキサス州、コ
ロラド州にかけての地域。アパラチア山脈の南部で多様性
が高い。

〇 ◎ ◎ ◎

北米大陸中央部及び東部。おおよそ70％の種は中央部の
高地に生息する。

◎ ◎ ◎ ◎

プロカンバルス・カテマコエンスィス
（Procambarus catemacoensis ）

メキシコのカテマコ湖 〇 × ◎ ◎

プレーリークレイフィッシュ
 （Procambarus gracilis ）

アメリカ合衆国中央北部。アイオワ州中部とミズーリ州から
インディアナ州西部にかけてのミシシッピー川とウォバッ
シュ川流域とウィスコンシン州南東部とイリノイ州北東部の
ミシガン排水路。

〇 ◎ ◎ ◎

プロカンバルス・ルラマスィ
（Procambarus llamasi ）

メキシコ南東部。ベラクルス州南部からカンペチェ州、チア
パス州、タバスコ州、ユカタン州、キンタナロー州にかけて
の地域。

〇 × ◎ ◎

ジャイアントベアーデッドクレイフィッシュ
 （Procambarus tulanei ）

アメリカ合衆国中南部。レッド川のルイジアナ州北部から
アーカンソー州南部。

〇 × ◎ ◎

クリスマスツリークレイフィッシュ
 （Procambarus pygmaeus ）

アメリカ合衆国南東部 〇 × ◎ ◎

コースタルフラットウッズクレイフィッシュ
（Procambarus apalachicolae ）

アメリカ合衆国南東部。フロリダ州のフランクリン郡、ベイ
郡、ウォルトン郡、ガルフ郡の沿岸湿地。

〇 × ◎ ◎

ジャックナイフクレイフィッシュ
 （Procambarus hubbelli ）

アメリカ合衆国南東部。アラバマ州とフロリダ州のチョクタ
ハッチー川とイエロー川流域。

〇 × ◎ ◎

ハチェットクレイフィッシュ
 （Procambarus kilbyi ）

アメリカ合衆国南東部 〇 × ◎ ◎

リボンクレイフィッシュ
 （Procambarus bivittatus ）

アメリカ合衆国。フロリダ州エスカンビア川流域、ミシシッピ
州パール川流域、ルイジアナ州セントタマニー郡及びワシ
ントン郡。

〇 × ◎ ◎

シャギークレイフィッシュ
 （Procambarus hirsutus ）

アメリカ合衆国。サウスカロライナ州エディスト川流域、サ
ルクハッチー川流域、サバンナ川流域、コンガリー川流域、
マリオン湖。

〇 × ◎ ◎

パールブラックウォータークレイフィッシュ
 （Procambarus penni ）

アメリカ合衆国。ルイジアナ州およびミシシッピ州のパール
川流域及びパスカゴーラ川流域。

〇 × ◎ ◎

サウスウエスタンクリーククレイフィッシュ
 （Procambarus dupratzi ）

アメリカ合衆国。テキサス州トリニティ川流域、ネチェス川
流域、およびテキサス州・ルイジアナ州境のサビーン川流
域。

〇 × ◎ ◎

ウォシタリバークレイフィッシュ
 （Procambarus ouachitae ）

アメリカ合衆国。アーカンソー州ウォシタ川水系及びアーカ
ンソー川水系、ミシシッピ州ヤズー川流域。

〇 × ◎ ◎

ホワイトチュバークルドクレイフィッシュ
 （Procambarus spiculifer ）

アメリカ合衆国。サウスカロライナ州、ジョージア州、フロリ
ダ州、アラバマ州。

〇 × ◎ ◎

スライクレイフィッシュ
 （Procambarus versutus ）

アメリカ合衆国。ジョージア州、フロリダ州、アラバマ州。 〇 × ◎ ◎

パーシークリーククレイフィッシュ
 （Procambarus vioscai ）

アメリカ合衆国中央南部。２亜種あり、それぞれがミシシッ
ピー川の東側と西側に分かれて分布する。

〇 × ◎ ◎

プロカンバルス・テズィウトゥラネンスィス
（Procambarus teziutlanensis ）

メキシコ東部ベラクルス州、プエブラ州のナウツラ川水源
地域の支流。

〇 × ◎ ◎

エディストクレイフィッシュ
 （Procambarus echinatus ）

北米サウスカロライナ州のエディスト川の源流域、ソルカ
ハッチ川。

〇 × ◎ ×

パンハンドルクレイフィッシュ
 （Procambarus evermanni ）

アメリカ合衆国のアラバマ州、ミシシッピ州、フロリダ州。 〇 × ◎ 〇

ブラッククリーククレイフィッシュ
 （Procambarus pictus ）

アメリカ合衆国のフロリダ州のブラッククリーク川水系。 〇 × ◎ ◎

フィールドクレイフィッシュ
 （Procambarus rogersi ）

アメリカ合衆国のフロリダ州 〇 × ◎ ×

アメリカザリガニ
 （Procambarus clarkii ）

メキシコ北東部からテキサス州中央部・南部を経てフロリ
ダ半島に至る地域。

◎ ◎ ◎ ◎

アメリカザリガニ属の他の全種 アメリカ合衆国、メキシコ、キューバ ◎ ◎ ◎ ◎

カンバルス属
Cambarus

オルコネクテス属
Orconectes　 ※新分類では大部分がFaxonius属に移行。

アメリカザリガニ属
Procambarus

アメリカザリガニ科
Cambaridae

ザリガニ科の他の全種

種類

ザリガニ科Astacidae

アウストロポタモビウス属
Austropotamobius

カンバレルス属
Cambarrellus

　　　　　　：西川委員の代替案において提示された分類群。

　　　　　　：今回届出のあった種・属。

国内流通実績
〇：過去に流通が確認され

たもの、
◎：特に2016年以降の流
通が確認されたもの、

×：情報なし

生態系に被害を及ぼすリスク
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マンシュウザリガニ
(Cambaroides dauricus )

中国東北地区、朝鮮半島、ロシア極東。 〇 ◎ 〇 ×

アジアザリガニ属の他の全種 朝鮮半島、北東アジア 〇 ◎ 〇 〇

北米、中米、日本、朝鮮半島、北東アジア ◎ ◎ ◎ ◎

マダガスカル 〇 × 〇 〇

オーストラリア本土南東部、東部。 〇 ◎ 〇 ◎

オーストラリア、マダガスカル、南米 ◎ ◎ 〇 〇
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アジアザリガニ属
Cambaroides 　※新分類ではアジアザリガニ科に移行。

エウアスタクス属
Euastacus

アメリカザリガニ科の他の全種

アスタコイデス属
Astacoides

ミナミザリガニ科
Parastacidae


